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令和元年度 ７月号 北区立滝野川もみじ小学校

令 和 元 年 ７ 月 １ 日

校 長 野 尻 史 子

夏の記憶 校長 野尻史子

恵みの雨だと分かっていても、子供たちにとっては梅
雨空がうらめしい毎日です。この梅雨が明ける頃、いよ
いよ「夏休み」が始まります。

私が「夏休み」と聞いて思い出すのは、幼い頃から夏

が来る度に出かけた信州の夏です。祖母の住む南信地方

は、信州と言っても昼間は暑く、日差しの下で遊び回る

というわけにはいきませんでした。それでも、山の細い

小川の冷たい水に足を入れたり、縁側に腰かけ、畑でと

れたてのトウモロコシをゆでてもらってほおばったりす

るあの快感やうれしさは、とびきりのご褒美のように感

じられたものです。７人兄弟だった父のおかげで、私に

はおじやおば、いとこといった親戚が多く、夏休みの祖

母の家には、いつ出かけても大勢の人がいてとても賑や

かでした。普段は味わうことのできない大家族での生活

や、自然にあふれた田舎での生活は、我慢や不便が多少

あっても心地よく、「このまま夏休みが終わらなければい

いのに･･･」と、毎年本気で考えたものです。こうした夏

の記憶は、自然の素晴らしさや家族のあたたかさはかけ

がえのないものだという私の考えを今も支えています。

さて、東京都と心の東京革命推進協議会は、以前、次

代を担う子供たちを、親やまわりの大人たちが責任をも

って育てていくための指針として、「心の東京ルール」～

７つの呼びかけ～を提案していました。その７項目を紹

介します。

○毎日きちんとあいさつさせよう。

○子供に手伝いをさせよう。

○ねだる子供にがまんをさせよう。

○先人や目上の人を敬う心を育てよう。

○体験の中で子供をきたえよう。

○子供にその日のことを話させよう。

○他人の子供でも叱ろう。

ぜひこの夏休みに、ご家庭で～７つの呼びかけ～のい

くつかでも、心がけて生活してみてはいかがでしょう。

夏休みは、学校を離れ家族と過ごす時間が多くなります。

楽しい体験やいつもと違った環境の中で、子供たちが得

るものもたくさんあることでしょう。滝もみ小の子供た

ち一人一人の心に、素晴らしい夏の思い出が残るよう願

っています。

７月の行事予定




